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本県では、これまで女性も男性もともに、あらゆる分野において生き生きと個性や能力を発揮し、社会形成に参画することを目指して様々な施策を展開してきました。そして今、特に若い世代には、男女がともに活躍することが一層期待されております。しかし一方で、現状をみると、国の調査において「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と考える20歳代の男女が前回調査に比べて大幅に増えるなど、若年者において固定的性別役割分担意識がこれまでと比べ強まっていることが指摘されています。

こうした状況を踏まえ、当センターでは、若年者の男女共同参画意識はどのような現状にあるのか、若年者の男女共同参画意識に影響を及ぼしている要因は何かを探るために、進学・就職を控えた県内の高校生の意識調査を行いました。

調査結果及びその分析が、今後若年者に対して男女共同参画に関わる理解の促進を図るための参考資料として、また、行政において様々な施策を行う上での参考となれば幸いです。
最後になりましたが、お忙しい中、本意識調査にご協力いただきました各県立高等学校の皆様をはじめ、ご支援、ご協力をいただいた皆様に対しまして、厚くお礼申し上げます。
平成26年３月

神奈川県立かながわ女性センター

　　　　　　館長　西井　たまえ
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